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　人間は誰しも「より良く生きたい」と願っている。しかし、現代社会には、
あまりにも虚栄や誘惑は多い。刹那主義や享楽主義が蔓延し、他人を害し、貶
めようとする悪意も日常茶飯事のことだ。
　こうした時代は、他者と比較しての幸福の追求では行き詰まる。どこまでも
現実と自己を見つめる生き方が大事だ。外の現象に左右されない屹立した自己
の構築が、主体的に生きるための不可欠の要件だ。トルストイは６項目１）に渡っ
て、なぜよりよく生きる為に宗教が必要なのか、洞察している。
第一に、宗教のみが善悪の決定を与えるから。
第二に、宗教なしでは人間は、自分のしている事が、善いか悪いかを知るこ
とが決してできない。
第三に、宗教のみが利己主義を滅ぼす。
第四に、宗教のみが死の恐怖を打ち消すから。
第五に、宗教のみが人間に生の意義をあたえるから。
第六に、宗教のみが人間の平等を樹立するから。
更にトルストイは言った。
我々は他人のために生きた時、初めて自分のために生きるのだ２）。
　熟議することを意味するdeliberativeという言葉がある。議論を目的を持っ
て意図的にするとの他に、時間をかけてという意味も含まれる。人が集まり、
時間をかけて話し合う、結論が自分の考え方と違っても、参加したことへの満
足感や、尊重されたという意識が得られる。民主主義という営みが容易だった
ことは、歴史的に一度もない。
　ハーバート大学教授のマイケル・サンデル氏は「ひとつの事柄から何を感じ
取るか、人の苦悩に対して想像力を広げることから、同苦は始まる」３）と述
べる。
　道理という言葉がある。人の道と解釈している。この道を歩む人は、我慢強
く、他人を理解する努力を怠らず、自分が何をしてあげることができるかいつ
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も考えている。事の大小を問わず、また、自分のこと、他人のこと関係なく、
全てまじめに対処し、物事を少しもいい加減にすることはない。しかも、この
道は特別な人だけが歩める道ではない。全ての人、人間であれば誰でもが平等
に可能性が広がっているのである。
　何よりも心こそが大事であり、この中に、社会も世界も宇宙も全て収まって
いる。歩む道はひとつ。歴史上、かくも偉大であった人たちも。そして名もな
い私たちさえも。全部究極のところでつながっている。目に見えないものへの
愛、ありえないもの、ありそうもないものへの信頼。それを信じ切り、現実の
ものとしてしまう勇気、そして鋼鉄のような強さに裏打ちされた純粋性が大事
である。
　元ヨーロッパ科学芸術アカデミー会長ウンガー氏は、「信念・信仰というも
のは、“恐れ”の対極にあるものなのです。信仰をもっているということは、
自身の基盤を持つゆえに、“恐れを知らない”ということです。（中略）人は信
仰によって正しい分別を持ち、安定性をもつことができるのです」４）と述べ
ている。
　また「大事業というものは、厳しい誠実さの上にだけ築きあげられるもので、
それ以外の何も要求しないのである」５）と鉄鋼王カーネギー氏は我々に示す。
仏法を基調とする人間主義の基礎理論
　人間とは、信仰と沸き立つ勇気があれば、どんな困難な企ても征服するもの
であるといったのはゲーテである。同時多発テロ直後、モスクワ大学のサドー
ブニチイ総長が池田先生との対談の際、道徳性、倫理感覚はあくまでも、個人
の心に生きるものと賛同発言をしている。その個人が抹殺されているところに、
無差別テロの病理があり、その根の部分に敵という存在があっても他者性は不
在だ。
　人間は他者を意識し、他者のまなざしの中でしか自己になりようがなく、そ
の自他の魂の打ち合いを通して、人間は人間になっていく。反対者は真理に到
達するにあたり、賛成者よりも大事である。ヤスパースいわく、ひとまず相手
方を認め、内面的にためしに相手方の立場に立つ。至言だ。
　真に脅威なのは戦わなければならない相手は誰なのか、何者なのかが分から
ないことである。貧困、底知れぬ憎しみ、そして最強の敵、人間不在という現
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代の悪霊。それが人間主義＝中道主義の内実をなす生命観の基礎理論である十
界論、十界互具論に端的に示されている。十界論が、生命状態が単層的に分離
独立している静画のひとこまひとこまであるとすれば、十界互具論は生命が潜
在から顕在へ、顕在から潜在へと、ダイナミックに脈動しゆく重層構造をなし
ているといえる。
　特筆すべきは、これらが自らの実存の深みにおいて、主体的で善く生きると
いう要素を濃密に帯びた論理であったということである。生命を磨き、菩薩界
や仏界の善のエネルギーを顕現し、それをバネに自らを律しながら持続、習慣
化することで、善のエネルギーを生命活動の基調、基底部に据える行為が、何
よりも肝要になっていく。
　一方、世間の主義主張に、どうしても自分の主張する型にはめ込もうとする
要素があるが仏法に基ずく我々の主張は定型化を目的にはしていない。時代と
状況の実質把握のほうに重点を置きそこからどうあるべきかを観察していく。
これが重層構造の真髄である。
　常あるもの、ほろびざるものはない。だから固定化、定型化にこだわると、
イデオロギーの硬直化に陥る。それゆえ、物事、社会事象の相対性、可変性を
見極めていく眼識を養い、世の中の動きに紛動されないよう己を律し、主体を
確立する。それが心の鏡を磨き続ける労作業によって維持され、自己を律する
ことによる揺るがぬ主体の確立や事象の真の姿がしっかりと心の鏡に映る。
社会現象としての人間主義
　これは中道をいくということで、それは個人や社会に何か特別のかたちに縛
り付けて、磨き上げようという生き方ではない。故にAB相反している場合でも、
Aの中にもBの中にも入り込んで磨きあげてゆく─これが我々の特徴だ。だか
ら自分が人間であるが故に差別なく、人のことは、何でも他事とは考えない。
　たとえば、74年秋に池田先生がソ連を訪問された際、宗教敵視の国になぜ行
くのかと問われて、「人間がいるから行く」と答えられ、中国とソ連の首脳に
会われ、率直に意見を交わされた。
　また共存の意思を持って26年前アメリカを訪問され、それからキューバに行
かれ、カストロ議長とも会見されたという例もある。差異を尊重しつつ、なお
かつ差異を超えて、人間の普遍的稟質を共有されている。
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　話す側の世界に自分の身をさらけ出す。何でも聞こうという姿勢をとらない
限り対話は失敗する。対話の力こそが世界をひとつにむすぶ。
　対話がなければ、独善の闇におちいる。これが池田先生の信条だ。「全ては
変化─、相互依存（縁起）し合っており、調和や全一性はもとよりのこと、矛
盾や対立といえども、結びつきのひとつの表れである。故に矛盾、対立の内な
る制覇に発する悪との戦いは、大きな結びつきにいたるまでの、避けられぬ、
避けてはならぬ棘（試練）である。
　2012年１月８日の聖教新聞に、先生が対話について述べられている。
「言葉が相手の心に届いたときの喜び、充足感。届かなかったときの戸惑い、
もどかしさ。そして沈黙。沈黙の中で、懸命に新たな言葉を探す忍耐と苦闘。
探し当てた言葉が、ようやく相手に届いたときの更なる充足感─こうした倦む
ことなき対話の織り成すグラデーションこそ、心をきたえ、魂を磨き上げてゆ
く『溶鉱炉』なのであります」。
１）聖教新聞（2001年12月15日付）全国総圏長会議での池田先生のスピーチ
から。
２）聖教新聞（2002年５月５日付）池田先生のスピーチの中で紹介されたトル
ストイの言葉。
３）朝日新聞（2012年６月７日付）マイケル・サンデル氏（ハーバード大学教
授）の来日時の朝日新聞への寄稿から。
４）聖教新聞（2002年９月15日付）各部代表協議会での池田先生のスピーチで
紹介された、元ヨーロッパ科学芸術アカデミー会長ウンガー博士の言葉。
５）聖教新聞（2005年２月15日付）二月度本部幹部会席上での池田先生のス
ピーチから。
